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βUR(?) は各々 Pl,P2 の規格化,漸化条件に対するラブランジ-の未定常数 とし
て導入された畳であるか, (日 ～ (3) 式よりそ31ぞれ βfは-粒子当 りの自由工泉ル
ギー, βURr言‖ま盲 だけ触れたセル中の粒子間の稗互作用によ-て着目している粒
子に及ぼす有効ポテンシャルであると理解 される｡ 日)～ (3) 式は磁性体の問題 で用
いられるコンスタン ト･カップ リング近似に対応する葬式であるか.今の参合粒子の変
位の自由夢と格子か同 じ空間に属 していることから.膨性体に対するよりヰ､,短距離相















ここで対称性から生ずる U_R(6)- UR(-?) の関係を用いたoもし相互作用ポテン_i
シャルか無視 しうる程遠いセル中の籾子を間勉にする時は･UR(q)≡0であること
を容易に示すことかできる｡










(a) expt-βW(q)}- 定数 X 8(q)
-I-･ゝ
(b) β tJRrq) - 定数
の二つを取り,自由工東ルギー βfの収束か十分良くな-たところで計算を打ち切る.
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たその時のβ uR(q)は･図4に示されているか･ PVH q) に比べてその対称性の差
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